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本
書
『
中
国
墨
学
通
史
』
上
下
二
巻
は
、
中

国
国
家
社
会
科
学
基
金
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
国
家
社
科
研
究
項
目
）
の
研
究
成
果
「
中
国
墨

学
史
」
を
基
礎
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
二
〇
〇

六
年
一
月
に
中
国
人
民
出
版
社
よ
り
出
版
さ
れ

た
。
著
者
の
鄭
傑
文
氏
は
一
九
五
一
年
生
、
現

在
は
山
東
大
学
文
史
哲
研
究
院
教
授
・
同
研
究

院
簡
帛
学
研
究
所
所
長
。
同
氏
は
現
在
ま
で
二

十
本
近
く
も
の
専
著
を
は
じ
め
、『
穆
天
子
伝
』

や
『
戦
国
策
』
な
ど
に
関
す
る
数
多
く
の
論
著

を
世
に
送
り
出
し
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
『
墨

子
』
に
関
す
る
論
著
が
多
く
、
今
日
ま
で
国
内

外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

一
言
で
言
え
ば
、
本
書
は
戦
国
期
以
来
の
墨

家
・
墨
学
の
流
れ
や
、『
墨
子
』
と
い
う
書
物
の

伝
播
・
整
理
状
況
を
丹
念
に
追
跡
し
た
も
の
で

あ
る
。『
韓
非
子
』
顕
学
篇
に
は
「
世
の
顕
学

は
儒
墨
な
り
」
と
あ
り
、
墨
家
は
戦
国
時
代
に

お
い
て
は
儒
家
と
並
ぶ
ほ
ど
の
勢
力
を
誇
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
秦
の
始
皇
帝
の
天
下
統
一
後

ほ
ど
な
く
し
て
衰
退
の
一
途
を
辿
り
、
急
激
に

歴
史
の
表
舞
台
か
ら
消
え
て
い
く
。
そ
の
後
、

墨
家
思
想
や
『
墨
子
』
と
い
う
書
物
は
細
々
と

命
脈
を
保
っ
て
い
く
が
、
近
代
特
に
清
代
以
降

再
び
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
る
。
本
書
は
、

こ
の
流
れ
を
豊
富
な
例
証
と
丹
念
な
先
行
研
究

の
整
理
を
も
っ
て
説
き
及
ん
で
い
る
。

　

本
書
の
緒
言
に
よ
れ
ば
、
著
者
は
執
筆
に
あ

た
っ
て
、
三
千
種
近
く
の
古
籍
調
査
を
基
礎
と

し
、
二
百
十
余
り
の
著
作
か
ら
数
千
の
研
究
資

料
を
選
び
出
し
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
緒
言

な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
本
書
の
分
析
方
法
を

ま
と
め
る
と
、以
下
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

①
戦
国
諸
子
お
よ
び
同
時
期
の
資
料
か
ら
、

墨
子
・
墨
学
・
墨
家
へ
の
評
論
紹
介
と
『
墨
子
』

の
引
用
・
評
論
を
収
集
。
こ
こ
か
ら
墨
学
形
成

史
の
研
究
・
調
査
を
行
う
。

　

②
秦
漢
か
ら
清
末
の
古
典
文
献
中
か
ら
、
墨

子
・
墨
学
・
墨
家
の
評
論
紹
介
と
『
墨
子
』
の
引

用
・
評
論
を
収
集
。
こ
こ
か
ら
漢
代
か
ら
清
代

ま
で
の
墨
学
伝
播
の
歴
史
を
研
究
す
る
。

　

③
近
現
代
の
中
国
・
日
本
に
お
け
る
墨
学
研

究
の
論
著
を
収
集
。
こ
こ
か
ら
、「
中
国
歴
代

墨
学
書
目
及
び
版
本
」・「
中
国
墨
学
論
文
目

録
」・「
日
本
墨
学
著
作
目
録
」・「
日
本
墨
学
論

文
目
録
」
を
編
集
す
る
。

　

紙
幅
の
関
係
上
、
多
く
を
紹
介
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
評
者
が
特
に
目
に
つ
い
た
本
書

の
特
徴
を
二
点
挙
げ
た
い
。
一
点
目
は
、
本
書

で
は
魏
晋
南
北
朝
か
ら
元
代
ま
で
の
墨
学
研

究
が
丹
念
に
追
跡
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
様
々
な
古
典
文
献
か
ら
の
引
用
を
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駆
使
し
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
細
々
と
受
け
継

が
れ
て
き
た
墨
学
研
究
史
の
再
構
築
を
試
み
て

い
る
。
こ
の
時
期
の
墨
学
研
究
は
、
日
中
問
わ

ず
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
資
料
上
の
関
係
も
あ
り
、
従
来

の
墨
学
研
究
は
、
戦
国
時
代
～
漢
代
に
お
け
る

も
の
と
清
代
以
降
に
お
け
る
も
の
が
大
部
分
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
本
書
の
目
次

を
見
る
だ
け
で
も
、
戦
国
期
の
墨
学
研
究
が
一

六
二
頁
割
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
魏
晋
か
ら

元
代
ま
で
の
墨
学
研
究
に
は
七
四
頁
も
割
か
れ

て
お
り
、
墨
学
研
究
の
専
門
著
書
の
中
で
も
こ

れ
は
異
例
の
分
量
と
言
え
る
。
豊
富
な
用
例
を

挙
げ
て
い
る
本
書
は
、
こ
の
時
期
の
墨
学
研
究

に
対
し
て
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
だ
ろ
う
。

二
点
目
は
、
明
清
期
か
ら
現
代
ま
で
の
『
墨

子
』
の
整
理
・
先
行
研
究
の
紹
介
が
非
常
に
丁

寧
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
本
書
第
五

～
七
章
）。『
墨
子
』
と
い
う
書
物
の
整
理
・
先

行
研
究
は
こ
の
時
期
に
ほ
ぼ
集
約
さ
れ
て
い
る

た
め
、
本
書
は
先
行
研
究
を
洗
い
直
す
上
で
も

非
常
に
便
利
で
、
か
つ
参
考
に
な
る
。『
墨
子
』

は
長
い
間
重
視
さ
れ
ず
、
ま
た
独
特
な
表
現
を

多
用
す
る
た
め
、
テ
キ
ス
ト
の
乱
れ
が
甚
だ
し

い
。
歴
代
の
考
証
学
者
の
努
力
に
よ
っ
て
今
日

で
は
か
な
り
の
程
度
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
も

の
の
、
ま
だ
検
討
の
余
地
が
充
分
に
あ
る
書
物

で
あ
る
。
そ
し
て
『
墨
子
』
原
文
の
再
検
討
に

は
、
こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
洗
い
直
し
と
い

う
地
道
な
作
業
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

　

著
者
が
本
書
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
得
た

と
す
る
新
見
解
に
つ
い
て
は
、
本
書
第
二
～
八

頁
に
お
け
る
緒
言
の
計
十
項
目
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
本
書
第
一
章
「
墨
学
的
形

成
与
墨
家
的
発
展
」
で
は
、
胡
適
『
中
国
哲
学

大
綱
』
が
言
う
と
こ
ろ
の
第
四
組
（
耕
柱
篇
・
貴

義
篇
・
公
孟
篇
・
魯
問
篇
・
公
輸
篇
）
は
、
第
二
組

（
尚
賢
篇
か
ら
非
命
篇
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
「
十
論
」）

よ
り
も
原
初
的
で
か
つ
重
要
な
材
料
を
多
く
含

ん
で
い
る
、
と
す
る
楊
俊
光
『
墨
子
新
論
』
な

ど
の
説
を
支
持
し
、
主
に
そ
の
第
四
組
か
ら
墨

家
初
期
の
活
動
内
容
を
再
構
築
し
て
い
る
。
な

お
、
こ
の
第
四
組
が
第
二
組
よ
り
も
原
初
的
で

あ
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
『
墨
子
』
の
テ
キ
ス

ト
形
成
に
関
す
る
問
題
は
、
日
本
の
墨
子
研
究

で
は
、
渡
辺
卓
『
古
代
中
国
思
想
の
研
究
』（
創

文
社
）
や
浅
野
裕
一『
墨
子
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）

な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
考
え
方
を
も
っ
て
お

り
、
本
書
の
見
解
は
興
味
深
い
。
そ
の
他
、
本

書
第
一
章
第
三
節
で
は
、『
墨
子
』
所
引
の
『
尚

書
』
を
分
析
し
た
上
で
、
梅
賾
が
古
文
『
尚
書
』

を
偽
作
し
た
と
し
て
き
た
伝
統
的
観
点
は
見
直

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
主
張
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
書
が
得
た
と
す
る
新

見
解
に
は
、
中
国
古
代
思
想
史
研
究
や
古
典
文

献
研
究
な
ど
様
々
な
方
面
に
対
し
て
今
後
波
紋

を
投
げ
か
け
る
よ
う
な
主
張
が
い
く
つ
か
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
本
書
で
は
近
年
に
な
っ
て
発
見
さ
れ

始
め
た
新
出
土
文
献
に
対
し
て
も
い
く
ら
か
の

注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
。
本
書
第
二
章
第
三
節

の
中
の
一
部
分
で
は「
出
土
戦
国
文
献
与
墨
家
・

墨
学
」
と
し
て
、
一
九
九
三
年
に
出
土
し
た
郭

店
楚
墓
竹
簡
中
の
『
唐
虞
之
道
』
と
墨
家
の
関

係
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
（
一
六
七
～
一
七

五
頁
）。
ち
な
み
に
、
本
書
で
は
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
な
い
が
、
近
年
発
見
さ
れ
た
出
土
文
献

の
中
で
、
特
に
『
墨
子
』
と
の
関
係
が
し
ば
し

ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
以
下
の
三
種
が

挙
げ
ら
れ
よ
う
。（
１
）
一
九
五
七
年
に
河
南

省
信
陽
長
台
関
よ
り
出
土
し
た
い
わ
ゆ
る
「
信

陽
長
台
関
楚
簡
」
に
は
、『
墨
子
』
の
佚
文
と
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言
わ
れ
て
い
る
残
簡
が
あ
る
。（
２
）
一
九
七

二
年
に
山
東
省
臨
沂
銀
雀
山
よ
り
出
土
し
た
い

わ
ゆ
る
「
銀
雀
山
漢
簡
」
に
は
、『
墨
子
』
の

佚
文
と
言
わ
れ
て
い
る
残
簡
が
あ
る
。（
３
）

一
九
九
四
年
に
香
港
の
骨
董
市
場
で
発
見
さ

れ
、
上
海
博
物
館
が
買
い
取
っ
た
い
わ
ゆ
る

「
上
博
楚
簡
」
中
の
『
鬼
神
之
明
』
は
、『
墨
子
』

の
佚
文
と
言
わ
れ
て
い
た
。

　

評
者
は
、
こ
の
「
佚
文
」
と
い
う
表
現
に
対

し
て
は
慎
重
に
用
い
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。
特
に
、（
３
）
の
上
博
楚
簡
『
鬼
神
之
明
』

に
つ
い
て
は
、『
墨
子
』
の
佚
文
で
あ
る
と
す

る
考
え
に
反
対
論
者
も
多
い
。
し
か
し
、
い
ず

れ
に
せ
よ
上
記
三
種
の
出
土
文
献
は
、『
墨
子
』

あ
る
い
は
墨
家
と
強
い
繫
が
り
が
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
本
書
で
は
、
こ
れ
ら
の

資
料
に
つ
い
て
は
部
分
的
に
関
係
論
著
目
録
に

収
め
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
（
特
に
出
版
時

期
の
問
題
で
、（
３
）
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
）。

し
か
し
、
こ
れ
ら
『
墨
子
』
関
係
の
新
出
土
文

献
は
、
従
来
の
『
墨
子
』
研
究
の
整
理
を
充
分

踏
ま
え
た
上
で
進
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ

て
、新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
属
す
る
問
題
で
あ
る
。

議
論
の
余
地
が
ま
だ
多
分
に
残
る
新
出
土
文
献

に
対
し
、
こ
の
程
度
の
言
及
に
と
ど
め
て
お
い

た
姿
勢
は
堅
実
で
あ
る
し
、
決
し
て
不
足
で
あ

る
と
は
思
わ
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
方
が
、
新
出

土
資
料
発
見
以
前
に
お
け
る
『
墨
子
』
の
文
献

整
理
研
究
史
が
は
っ
き
り
と
浮
き
ぼ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
思
う
。

　

今
後
、
こ
れ
か
ら
も
陸
続
と
発
見
さ
れ
て
ゆ

く
で
あ
ろ
う
出
土
文
献
に
よ
っ
て
、
墨
家
研
究

も
ま
た
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
突
入
し
て
ゆ
く

こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
こ
の
十

数
年
で
は
、
郭
店
楚
簡
・
上
博
楚
簡
と
い
っ
た

出
土
文
献
の
発
見
に
よ
っ
て
戦
国
文
字
の
解
読

が
一
気
に
加
速
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
先
秦
か
ら

漢
代
に
お
け
る
儒
家
研
究
や
道
家
な
ど
の
諸
子

研
究
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
進
展
し
た
。
ま
だ
公
開

さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
今
後
の
古
典
中
国
学

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
そ
う
な
出
土
文
献
の

発
見
報
告
も
続
々
と
さ
れ
て
い
る
。
も
は
や
十

年
後
の
古
典
中
国
学
が
ど
の
よ
う
な
形
に
な
っ

て
い
る
の
か
、
想
像
さ
え
で
き
な
い
の
は
評
者

だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
潮
流
の

中
、
我
々
が
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
は
、
こ
の

猛
ス
ピ
ー
ド
の
進
展
が
成
り
立
っ
た
の
は
、
従

来
の
し
っ
か
り
し
た
文
献
整
理
や
先
行
研
究
が

基
礎
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
歴
代
の
墨
学
研
究
史
を
豊
富
な
資
料
と
充

分
な
用
例
も
っ
て
整
理
し
直
し
て
い
る
本
書
の

作
業
は
、
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
の
基
礎
資
料
と

し
て
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
て
く
れ
る
と
信
じ

て
い
る
。

（
に
し
や
ま
・
ひ
さ
し　

山
東
大
学
文
史
哲
研
究
院

博
士
生
）

■
「
満
洲
国
」
文
学
研
究
会
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回
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▼
３
月
28
日
㈮
午
後
１
時
半
よ
り

▼
八
雲
会（
東
京
都
立
大
学
同
窓
会
）
ク
ラ
ブ（
渋

谷
区
宇
田
川
町
一

－

二

－

三 

ニ
ュ
ー
渋
谷
コ
ー
ポ

ラ
ス
10
階
１
０
０
１
号
室

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

［
１
研
究
発
表
］「
満
洲
国
」
成
立
以
前
の
奉
天

に
お
け
る
中
国
人
商
工
業
者
（
上
田
貴
子
・
近
畿

大
学
文
芸
学
部
教
員
）
／
戦
時
下
に
お
け
る
袁

犀
と
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
陳
玲
玲
・
北

京
市
社
会
科
学
院
助
理
研
究
員
）

［
２
研
究
会
か
ら
の
報
告
］
年
度
活
動
／
年
度

会
計
／
紀
要
論
集
『
中
国
東
北
文
化
研
究
の
広

場
』
に
つ
い
て 

な
ど

＊
定
例
研
究
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
予
定
。


